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・児童の実態 

・地域の環境や歴史 

・保護者や地域住民の願い 

・教職員の願い 

授業改善に向けての取り組み 

指導方法の工夫 教育課程上の工夫 校内研究の取り組み 評価の工夫 家庭・地域との連携 

・国語では「話すこと

聞くこと」「書くこ

と」の指導の工夫を

すすめる。 

・算数では、基礎的・ 

基本的事項の定着を

図るとともに、問題

を理解させる指導の

工夫をすすめる。 

・体験学習を生かす指 

導の工夫を図り、学

習意欲を高める。 

・年間を通して補習教

室を実施し、学習指

導講師を活用する。 

・ＩＣＴ機器の活用 

・馬二タイム（朝学習）

を活用し、学級の実態

に合わせて漢字や計

算の学習を行う。 

・特別支援学級と通常

の学級との交流を

深めるとともに、特

別支援教育の充実

を図るための研修

を行う。 

・体験的な活動・対話的

な学びを通して、プロ

グラミング的思考を

身に付けさせる。 

・ＩＣＴ機器を使ってプ

ログラミング的思考

の育成を図る。 

・児童のＩＣＴ機器の活

用に伴い、教員の技能

研修を行う。 

 

・授業計画の中の評価

の位置付けを明確に

する。 

・評価規準の活用をす

すめるとともに、指

導計画や児童の実態

に合った内容に改善

する。 

・保護者や地域住民を

はじめとする外部の

教育力の活用を一層

すすめる。 

・地域教育連絡協議会

の活性化を図り、学

校関係者評価の結果

を学校運営に生かし

ていく。 

・学校支援地域本部（ス

クールサポート馬

二）を活用して地域

との連携を深めて教

育活動を推進する。 

    学 校 教 育 目 標 

◎ 心豊かで思いやりのある子 

○ よく考え工夫する子 

○ 健康でたくましい子 

・学習指導要領 

・東京都教育委員会及び 

大田区教育委員会の教育目標 

・おおた教育ビジョン 

・「おおたの子ども」ポスター 

学力向上にかかわる学校の方針 

・年間指導計画の改善 

・授業方法の工夫と改善 

・校内研究、研修の充実 

・保護者や地域の教育力の活用 

研 究 主 題 

「考えよう やってみよう 伝え合おう」 

～プログラミング的思考を育む活動を通して～ 

  道徳教育の重点 

・望ましい人間関係をつく 

る態度を養う。 

・道徳的な心情・判断力・ 

態度を養う。 

・道徳の時間の工夫と改善 

を図る。 

総合的な学習の時間の重点 

・自ら考え、判断する力を 

育てる指導の工夫と改善 

を図る。 

・地域をはじめ外部の教育 

力の活用を図る。 

特別活動の重点 

・集団の一員として自覚と 

自主的、実践的な態度を 

育てる。 

・望ましい人間関係を形成 

し、協力してより良い学 

校生活を築こうとする態 

度を育てる。 

  各教科の指導の重点 

・基礎的・基本的事項につ

いての指導の工夫と改善

を図る。 

・低学年から算数習熟度別

少人数指導において、よ

りきめ細かな指導を行

う。 

・体験学習を生かして児童 

の興味・関心を高め、意

欲的に学習に取り組むよ

う、指導の工夫と改善を

図る。 

    確 か な 学 力 

・基礎的な知識及び技能の習得 

・課題を解決するために必要な 

思考力・判断力・表現力 

・主体的に学習に取り組む態度 

プランの実効性を 

高めるための校長の方略 

・学習意欲の向上 

学習意欲を喚起するこ

とができる教材の開発と

活用 

・考える力の育成 

児童一人ひとりに基礎

的・基本的な学力を身に

付けさせ、活用する能力

の向上を図る。 

プログラミング的思考

の育成 

  ↓ 

・既習事項をもとにねらい

にそった指導展開の工夫 


